
 

基礎・基本の定着を図る学習過程の工夫とノート指導の充実 

【久喜市教育委員会】 

 

１ 学校、学年、教科  小学校、全学年、算数 

 

２ ねらい 

  算数における確かな学力を身につけ、基礎・基本の確実な定着を図る取組として、学習 

の流れの充実とノート指導の充実、学習形態の工夫を行う。 

 

３ 取組内容 

（１）１時間の学習過程を意識した授業の展開（児童に分かりやすい学習過程） 

    「学習過程」のとらえかた 

     １時間の学習過程としても、単元の学習 

過程としてもとらえられる。 

    「や」のとらえかた 

     ・クラスで話し合っての一番を決める。 

    （みんなの一番） 

    ・自分の中で１番やりやすい方法を選ぶ。 

           （自分なりの一番） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）共通のノート指導 

     低・中・高のブロックごと 

   にノートの書き方や約束を決 

   め、共通した指導を実施する。 

    問題の解決の仕方や書き方を 

  共通にして、学年が変わって 

  も同じ流れで解決することが 

  できるようにする。 

   自力解決する際には、既習 

   事項や図、言葉、数直線など 

   を用いて自分の考えを表現で 

   きるようにしている。 

 

                低学年のノートの書き方    中学年のノートの書き方 

 



 

 

（３）個に応じた指導の工夫 

  ○学習形態の工夫：ＴＴ、少人数指導 

      １～２年生：ＴＴによる指導を週３時間実施 

   （１クラスを２名の教員で、児童の様子を細かく 

    把握し対応する。） 

    ３～６年生：学年を３つに分けた少人数指導の実施 

   （単元や児童の実態により習熟度別指導等を行う。） 

 

 

  ○考えを伝え合う場の工夫：ペア学習やグループ学習 

     全体での練り上げに入る前に、個々の考えをもとに 

   よさがどこにあるのか、なぜその解決方法を選択し 

   たのか話し合う。よりよいものに練り上げていく時 

   間と場を確保する。 

 

 

（４）定着を図るために：ドリル学習の重視 

     毎週２回、業前の時間にドリルタイムを実施し、 

  繰り返しの学習により定着を図ってきた。また、各 

  学期の終わりには｢算数マスターテスト」を実施し、 

  よりいっそうの定着を図っている。 

 

         

算数マスターテスト 

 

４ 成果と課題  

   授業の学習過程「わ・し・の・み・や」の実践を通して学習の進め方を深めることが 

   でき、問題を解決するために次に何をすればよいか分かってきた。また、各学年の児童 

   の実態に応じたノートの書き方の指導により、解決の仕方を分かりやすく書くことがで 

   きるようになり自力解決を進めることができた。 

   今後は、児童が問題を解決するときや説明するときの表現する力をつけることと、よ 

   り個に応じた手立てや見通しの持たせ方、練り上げの工夫を図りたい。 

 

 

 

 

 


